信行禪師の三階佛法に就て by 伊藤, 祐晃
摩
詞
衍
(大
正
十
三
年
十
二
月
廿
五
日
發
行
)
信
行
禪
師
の
三
階
佛
法
に
就
い
て
伊
藤
肪
晃
凝
然
大
徳
の
五
激
章
逋
路
記
に
、
大
藏
經
中
に
三
階
集
録
五
卷
あ
り
。
賭
經
論
の
正
交
を
引
て
澂
義
を
成
立
す
、
而
・
し
て
薗
後
雜
亂
始
終
海
同
し
て
義
意
見
く
難
く
、
宗
旨
得
難
し
ピ
の
記
事
あ
り
、
然
ら
ば
當
畤
の
大
藏
經
申
・に
此
書
の
あ
る
知
る
べ
き
で
あ
る
。
,
予
が
三
階
敏
に
關
す
る
最
初
の
所
見
は
何
ん
蓬
謂
み
て
も
記
圭
輝
師
の
選
擇
餌
弘
決
疑
鈔
の
第
十
四
篇
の
'
レ
ハ
タ
レ
ノ
ナ
ラ
ソ
バ
ニ
ナ
チ
ク
レ
ノ
ナ
ラ
ン
ハ
テ
ナ
リ
ト
シ
テ
テ
「
此
但
棊
佛
揺
引
之
盲
、
或
是
蓮
聲
作
二
近
聲
詠
談
是
第
二
階
法
或
官
二
別
時
之
意
繭
種
々
異
解
不
レ信
二
即
生
一」
の
語
な
b
o
是
を
聖
冏
師
の
直
牒
に
解
し
て
、
或
是
れ
遠
聲
等
者
、
聲
者
名
也
'、
盲
に
丶
ろ
は
逆
者
に
於
て
二
階
三
階
の
別
あ
り
第
二
階
の
五
逆
は
根
利
に
し
て
障
り
重
き
の
故
に
」
行
を
修
し
て
往
生
す
べ
し
。
窺
經
の
所
読
是
れ
な
り
、
第
三
階
の
五
滋
は
帳
鈍
に
七
ズ
障
勘
鬱
き
細
二
の
故
に
普
眞
普
正
の
注
を
以
て
往
生
す
べ
し
、
念
佛
の
一
行
を
修
し
て
は
往
生
す
べ
か
ら
ず
大
經
の
唯
除
是
也
⑩
.
冷
の
盲
は
五
逆
の
稱
の
等
し
き
故
に
第
三
階
の
遠
き
名
に
第
二
階
の
近
き
名
を
説
く
も
の
に
ル
て
馬
實
に
絃
遽
き
名
鳳
生
せ
ざ
る
な
り
云
々
蓬
説
け
ウ
。
冏
師
に
次
て
稍
々
詳
細
な
る
註
解
を
加
え
し
も
の
は
佛
藤
田
性
ー6
の
弟
子
な
る
持
阿
の
選
擇
決
疑
鈔
見
聞
で
あ
る
。
或
是
遠
灘
近
聲
等
者
ざ
は
ジ
信
行
襌
師
の
事
な
り
、
彼
師
の
意
は
機
に
三
階
を
立
て
、
法
に
普
別
を
明
す
。
機
の
三
階
ε
は
三
賢
等
は
第
一
階
也
、
十
信
は
第
二
階
也
、
信
前
は
第
三
階
也
。
法
の
普
別
ビ
は
通
し
て
諸
佛
等
を
念
す
る
を
普
信
普
正
の
法
ε
名
く
、
別
し
て
一
佛
等
を
行
す
る
を
別
信
正
法
δ
名
く
、
然
る
に
第
二
階
の
人
は
別
法
を
行
し
て
得
脱
し
、
第
三
階
の
衆
生
は
唯
だ
普
法
に
依
て
得
脱
す
べ
き
故
に
、
今
彌
陀
を
念
る
は
別
法
也
。
然
る
に
第
三
階
の
機
に
對
し
て
別
法
を
説
弋
は
方
便
の
説
也
。
第
三
階
を
遠
聲
蓬
云
ふ
な
b
、
聲
ど
は
名
な
り
、
此
三
階
に
付
て
三
露
あ
り
、
群
疑
論
第
四
に
云
く
然
る
に
禪
師
其
三
義
を
以
て
激
を
尋
ぬ
、
是
れ
當
根
の
注
門
な
り
、
一
に
は
時
に
依
い
、
二
に
は
處
に
依
り
、
三
に
は
入
に
依
る
。
巳
上
、
聴
に
依
ビ
は
、
信
行
灘
師
の
三
階
佛
法
集
録
に
云
く
大
乘
經
に
於
て
三
分
を
信
ず
、
佛
滅
後
初
の
五
百
年
に
第
一
階
、
次
の
五
百
年
第
二
階
、
次
の
一
千
年
第
三
階
畤
r
(邏
、
」
'
,
次
に
慮
に
依
る
嬉
は
・
彼
の
集
鍬
に
云
弘
一
切
娑
婆
世
界
を
亦
一
切
濁
悪
世
界
な
り
嬉
名
く
、
位
を
劉
す
る
是
れ
一
切
げ
乗
世
界
に
非
す
し
て
唯
是
れ
↓
切
三
乘
世
界
な
り
大
集
及
十
輸
經
の
説
の
加
し
巳
上
。
之
に
准
す
る
に
淨
土
は
是
れ
第
一
階
一
乘
世
界
な
り
、
一
切
娑
婆
は
是̀
れ
第
二
階
三
乘
の
世
界
也
、
叉
第
ご
一階
を
.兼
の
。U
-
後
"
人
に
依
る
鬘
は
、
集
餘
に
云
く
一
切
第
∴
階
は
佛
法
内
一
切
利
根
一
乘
の
衆
生
乃
至
一
切
第
;
階
は
佛
法
内
一
、
切
利
根
三
乘
の
衆
生
乃
至
一
切
第
三
階
は
'佛
法
内
一
切
利
根
及
び
室
見
有
漏見
の
賭
佛
化
せ
ざ
る
斷
善
の
衆
生
患
博
一
切
最
大
鈍
根
坦
.
,
叉
云
く
滅
後
一
千
年
已
後
は
一
切
迢
俗
利
鈍
を
問
ふ
こ
嬉
莫
く
皆
悉
く
邪
見
顛
倒
ゼ
名
く
9
唯
一
切
破
戒
無
戒
砌
慮
の
衆
生
の
み
あ
り
妃
。
、
、
°
・
一
'
、
・
°
、
ハ
レ
ニ
シ
テ
ク
ゐ
こ
の
論
議
は
ビ源
蔦
懐
威
の
群
疑
諭
で
あ
る
。
群
疑
諭
は
三
耐
が
決
疑
鈔
に
引
か
れ
た
、
或
是
遶
聲
作
二
近
馨
u説
、
或
レ
ノ
ナ
リ
是
第
二
階
法
を
初
ε
し
て
第
三
卷
に
は
問
答
を
施
し
て
曰
く
諸
餘
の
大
徳
は
惧
れ
て
經
交
を
解
す
べ
く
蓬
も
、
信
行
藤
師
の
説
に
是
れ
四
依
の
菩
薩
な
り
、
寧
ぞ
此
爨
歡
に
於
て
亦
謬
解
φ
る
べ
け
ん
や
ε
講
ね
て
、
之
を
釋
し
て
三
階
の
謬
解
を
返
駁
し
つ
丶
第
四
卷
に
渡
り
"
ノ
・
、
ご
然
る
に
灘
師
は
其
三
義
を
以
て
激
を
尋
ね
て
是
れ
當
根
め
法
門
な
り
ε
、
一
に
は
聴
に
依
り
"
二
に
は
處
に
約
レ
㌦
三
に
は
入
に
准
す
、
詳
か
に
騨
師
此
三
門
を
立
て
丶
諸
の
歡
意
を
求
む
、
謂
ふ
べ
し
妙
は
即
ち
妙
な
b
薄
能
は
郎
ち
能
な
り
焉
、
義
累
滿
を
冢
ね
、
法
門
の
嵐
細穴
を
窮
け
、
墨
寒
の
秘
賊
を
究
む
蜑
雖
ご
も
、
駄
未
だ
禪
師
の
如
く
宗
旨
を
劉
す
h
嶋
∵
ぎ
ド
・:
:
・
ー
`
°
ー
-
四
;
～
る
も
の
は
有
享
・
然
る
隷
師
自
ら
萎
を
立
て
丶
慰
自
ら
其
謦
乖
け
り
・
何
ん
ご
な
れ
ば
冖
一
親
經
に
盲
く
、
如
來
今
日
韋
提
希
及
未
來
世
の
一
切
の
凡
夫
の
煩
惱
の
賊
ρ
爲
に
害
せ
ら
れ
る
者
を
歡
て
沸
清
淨
業
を
説
く
ε
、
及
び
未
來
世
ご
は
惡
特
也
。
爲
煩
惱
之
所
害
ピ
は
悪
人
也
9
此
れ
茲
の
穢
土
を
歡
化
す
る
は
悪
處
也
、
然
れ
ば
此
經
に
斯
の
三
義
を
具
せ
り
、
計
る
に
是
れ
當
根
の
佛
法
な
り
、
禪
師
當
根
な
ら
す
ε
盲
ふ
何
の
意
そ
や
。
維
摩
經
の
八
法
は
、
未
來
世
の
爲
な
り
ご
盲
は
ざ
れ
ば
惡
聴
に
非
ざ
る
也
、
菩
薩
八
法
を
成
就
す
ビ
云
へ
ば
悪
人
に
非
ざ
る
也
、
唯
茲
の
穢
土
を
化
す
る
事
有
る
の
み
、
是
れ
悪
處
也
、
此
經
に
は
斯
の
一
義
あ
つ
て
彼
の
二
門
を
闕
く
而
し
て
當
根
ε
吉
ふ
は
何
の
義
そ
や
。
ε
遽
が
懐
威
論
師
な
り
、
此
一
矢
に
は
四
依
の
大
士
た
る
信
行
も
恐
く
地
下
に
張
顏
の
至
り
な
る
べ
し
。
三
祗
め
門
人
乘
圓
道
患
は
、
群
疑
論
探
要
記
を
作
力
其
第
六
卷
に
續
高
僣
鱒
の
信
行
傳
を
引
て
其
行
實
を
詳
述
せ
り
今
夫
に
倣
ふ
て
彼
れ
が
閲
歴
の
一
斑
を
紹
介
せ
ば
、
釋
信
行
、
・
姓
は
王
氏
魏
郡
の
人
な
り
、
其
母
久
し
く
子
な
し
佛
に
就
て
所
誠
す
。
夢
に
棘
、
兒
を
檠
げ
て
告
て
嘗
く
我
今
持
し
て
以
て
相
與
ふ
ε
籍
已
に
覺
て
常
日
に
異
な
軌
即
ち
娠
め
り
宀
行
の
生
る
に
及
ん
で
徃
恒
に
殊
な
り
、
年
四
歳
に
至
り
路
に
牛
車
の
泥
に
沒
し
牽
き
引
く
を
見
て
、
因
て
悲
泣
し
て
止
ま
す
、
八
歳
既
に
博
く
經
論
に
渉
り
情
理
返
に
擧
威
、
呪時
を
以
て
敏
を
勘
す
、
病
を
以
て
人
を
駿
U
、
自
ら
樂
を
知
b
輕
炳
重
理
勤
苦
を
加
え
力
を
竭
し
て
之
を
治
す
、
・
凡
そ
影
搭
あ
ら
ば
皆
周
行
、
禮
拜
遶
旋
、
翅
仰
し
て
因
て
來
世
佛
を
敬
ふ
の
脅
ε
爲
す
、
斯
一
行
を
竜
ノ
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
以
て
逋
し
て
餘
業
を
例
す
。
其
克
覈
詳
據
摩
ね
此
の
如
し
。
後
ち
相
州
の
法
藏
寺
に
於
て
具
足
戒
を
捨
て
、
親
ら
勞
役
を
執
て
諸
悲
敬
に
供
す
、
禮
、
道
俗
に
邁
し
單
衣
節
食
、
時
倫
に
挺
斑
す
、
冬
夏
に
擬
す
も
所
、
偏
に
恒
脅
に
遏
ぐ
故
に
四
遠
の
英
逹
す
る
も
の
皆
門
に
造
て
而
も
之
を
誥
問
す
、
行
事
に
踏
て
直
に
陳
す
、
奮
で
曲
指
な
く
諸
の
聞
て
信
す
る
者
其
盲
を
頂
受
せ
ざ
る
こ
ε
莫
↓
。
牽
疏
を
捨
て
其
化
に
從
ひ
、
禀
け
て
父
師
の
禮
を
爲
す
也
、
開
皇
之
初
召
さ
れ
て
京
に
入
る
。
僕
射
高
頴
邀
、
延
い
て
眞
寂
寺
に
住
せ
し
む
、
此
年
如
來
一
千
五
百
三
十
四
年
也
、
院
を
立
て
、
之
に
處
ら
し
む
。
乃
ち
對
根
起
行
三
階
集
録
、
及
び
山
東
制
す
る
斯
、
衆
事
諸
法
、
合
し
て
四
十
餘
卷
を
撰
す
。
引
交
據
類
、
前
後
風
を
望
み
翕
然
こ
し
て
其
聚
を
成
す
、
夂
京
師
起
於
て
寺
五
所
を
置
き
、
卸
ち
化
度
、
光
朋
つ
慈
門
、
慧
日
、
弘
善
寺
是
也
、
爾
よ
り
餘
寺
共
度
を
賛
承
、
亠
ハ
時
禮
旋
乞
食
を
業
蓬
爲
さ
ゴ
る
こ
逕
莫
し
、
虔
慕
潔
誠
及
ば
さ
る
如
き
也
。
末
年
病
甚
し
。
力
を
佛
堂
に
勉
め
日
別
に
儻
を
觀
す
、
氣
力
漸
く
衰
嬲
し
け
れ
ば
像
を
請
し
て
房
に
入
れ
臥
靦
し
て
卒
す
る
に
至
る
、
春
秋
五
十
有
四
。
即
ち
十
四
年
正
月
四
日
也
ご
其
月
七
口
化
度
寺
に
於
て
屍
を
終
南
山
の
鵄
鳴
の
阜
に
迭
る
、
道
俗
號
泣
し
て
聲
京
邑
を
動
す
。
'身
を
捨
て
骨
を
收
む
両
耳
邇
焉
、
-塔
を
樹
て
碑
を
立
つ
、
山
足
に
在
り
、
居
士
逸
晟
河
東
の
斐
玄
證
な
る
も
の
丈
を
製
す
。
證
本
田
家
し
て
化
度
に
住
し
、
信
行
を
師
嬉
せ
り
、
凡
そ
著
述
す
る
所
、
皆
證
の
筆
に
委
す
、
。
涼
に
俗
服
に
從
ひ
街
驕
豪
を
絶
ち
、
自
ら
徒
侶
を
結
で
更
に
科
綱
を
立
っ
、
迺
道
の
賓
同
し
ぐ
撃
賛
す
る
所
、
自
ら
碑
を
製
し
、
死
し
て
五
・
卑
方
鱈
鐫
勒
塔
所
に
樹
つ
、
,即
ち
至
相
曽
の
北
巌
の
前
、
三
碑
峙
冤
す
る
も
の
是
な
与
ひ
初
め
信
行
の
異
迹
を
勃
興
す
る
や
、
聴
に
或
は
譏
を
致
す
通
論
に
詳
な
る
所
、r
未
だ
甄
別
す
べ
か
ら
ず
.
但
し
泰
行
剋
峭
偏
薄
不
倫
な
り
、
佛
宗
に
至
て
は
亦
萬
衢
の
一
術
な
る
耳
、
著
す
所
の
集
記
並
に
.正
交
を
引
く
、
然
る
に
共
題
を
表
し
名
を
立
る
定
れ
る
准
的
な
し
、
甥
根
起
行
ご
日
ふ
ご
雖
も
、
幽
隱
躰
を
指
し
て
標
榜
す
れ
ざ
も
那
を
語
る
潜
淪
な
・
り
、
來
哲
の
償
詐
に
し
て
幸
に
據
る
あ
る
こ
ご
を
知
れ
。
開
皇
の
末
歳
勅
斷
し
て
行
は
ず
、
別
に
本
儺
あ
つ
て
枇
に
流
る
、
費
節
の
三
寳
録
に
見
ゆ
。
巳
上
・
、
五
激
章
の
土
じ
羹
く
梁
朝
光
宅
寺
の
雲
法
師
に
依
て
四
乘
歡
を
立
つ
、
謂
く
臨
門
の
三
車
を
三
乘
蓬
爲
し
、
四
衢
に
授
く
る
所
の
大
臼
牛
車
を
方
に
第
四
ε
爲
し
煽̀
彼
の
臨
門
の
中
の
牛
車
も
亦
羊
鹿
に
、同
し
倶
に
得
さ
る
を
以
て
の
故
に
、
餘
の
義
は
上
に
辨
す
る
が
如
し
。
後
代
の
信
行
騨
師
此
宗
に
依
て
二
敏
を
立
つ
、
謂
く
一
乗
ξ
三
乘
ε
な
り
、
三
乘
ご
は
即
悔
別
解
別
行
及
び
三
乘
差
別
な
り
、
並
に
先
し
小
乘
に
習
ひ
後
に
大
乘
に
趣
く
是
也
。
　
乘
ご
は
謂
く
普
解
普
行
唯
是
れ
一
乘
な
り
故
に
知
ぬ
、
信
行
は
梁
の
光
宅
寺
の
法
雲
注
師
の
流
徒
な
る
の
み
。
自
鏡
讐
ぞ
緬
、
棘
都
編
光
寺
の
欒
、
・蒋
に
忽
馨
し
て
業
道
の
申
に
逐
ふ
算
欝
ゲ
舜
鉱
姦
げ
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
身
ご
作
れ
り
、
遍
身
惚
し
て
是
れ
口
な
り
。
又
三
階
を
學
ぷ
人
の
死
を
見
れ
ば
、
皆
此
身
の
ロ
中
に
入
る
、
去
る
處
を
知
る
莫
し
、
其
僭
却
て
活
る
此
に
因
て
京
に
來
向
し
て
、
僑
灘
灘
師
に
報
す
、
僑
靜
僖
ぜ
す
、
遂
に
即
ち
却
て
都
起
蹄
伺
す
矣
巳
上
僣
靜
の
信
せ
ざ
ゐ
拡
應
に
禪
師
の
徒
な
る
べ
し
歩
爆
。
,
-
ー
ド
,
歴
代
三
寳
記
、
開
皇
十
七
年
費
長
房
、
初
め
て
信
行
の
選
述
を
大
藏
中
に
列
す
、
蒲
し
て
後
同
二
十
年
制
斷
し
て
流
行
を
聽
さ
す
。
、
、
,
,
,
自
鏡
録
又
諸
く
慈
門
寺
の
僭
孝
慈
、
年
五
十
な
る
べ
し
、
幼
少
よ
り
已
來
、
信
行
灘
師
の
↓二
階
の
佛
法
を
説
く
を
聽
き
て
苦
行
を
修
す
。
毎
に
三
階
の
佛
注
を
説
い
て
盲
く
大
乘
經
を
讀
誦
す
べ
か
ら
す
、
讀
誦
す
る
者
は
十
方
の
阿
鼻
地
獄
に
入
む
ギ
須
ら
く
懺
悔
す
べ
し
、
後
に
一
時
岐
州
に
在
て
三
階
の
佛
法
を
説
く
、
時
に
一
の
優
婆
夷
あ
り
法
華
經
を
持
て
り
、
叉
有
縁
を
勸
め
て
同
し
く
法
華
經
を
持
せ
し
む
、
其
照
師
彼
の
注
華
經
を
持
て
る
優
婆
夷
等
に
勸
め
て
盲
ぐ
、
汝
等
法
華
經
を
持
す
も
根
機
に
當
む
ざ
れ
ば
地
獄
に
入
る
べ
し
ξ
、
勸
め
て
誦
を
捨
て
し
む
。
遂
に
數
箇
の
優
婆
夷
あ
り
法
華
經
を
持
す
る
こ
ご
を
捨
駕
丶
祕
師
の
處
、
衆
の
中
に
於
て
法
華
經
を
持
て
る
罪
を
懴
悔
す
。
、
其
元
首
法
撃
經
を
持
ろ
こ
ε
を
又
た
勸
む
?
優
婆
夷
、
情
の
中
に
合
せ
す
、
遂
に
大
齋
目
に
於
て
禪
師
衆
の
爲
に
三
階
の
佛
法
を
説
く
、
此
時
に
當
り
て
座
下
に
萬
人
以
て
來
れ
軌
。
其
優
婆
軌
大
衆
の
中
に
於
て
香
を
燒
き
願
を
發
し
て
吉
く
、
若
し
某
乙
、
法
華
經
を
持
す
る
ご
ξ
を
佛
意
に
稱
は
ざ
れ
ば
腰
く
は
某
乙
見
身
に
惡
病
ご
着
て
大
衆
を
し
て
共
に
法
華
經
を
持
隼
れ
ば
此
罪
報
を
得
る
ξ
知
ら
し
ぬ
玉
へ'9
叉
願
く
は
生
身
に
阿
鼻
地
獄
に
陷
て
願
を
は
衆
を
し
て
同
く
見
せ
し
め
、
若
し
某
乙
法
華
經
を
持
つ
こ
ご
佛
意
に
稱
順
せ
ば
藤
師
も
亦
爾
な
る
べ
し
ε
、
此
優
婆
夷
發
こ
あ
願
の
聴
に
當
て
、
其
灘
師
音
を
飲
ん
で
語
ら
す
、
高
座
の
上
昏
面
し
て
集
録
を
唱
む
看
も
亦
音
を
失
し
て
語
ら
す
、
更
に
五
箇
の
老
藤
師
め
う
亦
音
を
失
し
て
謡
ら
す
、
其
先
き
に
法
華
經
を
誦
す
る
を
捨
て
た
る
數
人
此
に
因
て
廻
に
怪
七
,
'
/
'
入
發
ー6
し
て
注
華
經
を
誦
す
る
慇
重
を
生
す
。
、
E
上
、
陶
,
'
∴
D
、
當
に
知
る
べ
し
、
信
行
は
自
損
々
他
智
者
誰
か
悲
ま
ざ
ら
む
や
、
責
れ
ε
も
而
も
飽
ざ
る
を
や
、
、十
五
家
の
中
に
誤
の
最
も
重
き
こ
ε
斯
よ
り
甚
し
き
は
無
し
、
今
廣
く
徴
破
す
り
前
章
は
我
が
内
典
を
中
心
こ
せ
る
、
若
し
く
は
最
も
手
近
か
な
る
材
料
に
於
け
る
、
三
階
歡
に
關
ず
る
其
大
要
で
あ
る
若
夫
れ
各
宗
に
蓮
す
る
典
籍
を
廣
く
考
覈
す
れ
ば
恐
く
は
際
限
な
か
る
べ
し
、
唯
自
鏡
録
の
信
行
大
蛇
身
ビ
な
れ
り
ざ
の
説
ざ
、
孝
慈
の
閲
歴
ご
は
永
く
諸
宗
に
逋
せ
有
説
話
な
り
ε
見
え
て
、
悲
む
べ
し
信
行
簿
の
全
斑
で
み
る
が
如
く
喧
鱒
さ
る
丶
に
至
れ
り
、
法
然
上
人
を
彈
劾
せ
る
、
南
都
興
輻
寺
奏
歌
九
個
條
中
に
も
左
記
の
交
が
め
る
。
ノ
チ
ノ
テ
ク
ノ
ス
チ
レ
ド
や
昔
信
行
禪
師
之
立
二
三
階
行
業
の
孝
慈
比
丘
之
止
二
一
乘
讀
誦
鞠全
不
レ
輕
二
大
乘
↓
量
二
末
世
機
}制
二
止
其
行
鴫
然
信
行
ノ
ト
ノ
ニ
ニ
チ
ス
ノ
ユ
あ
モ
ナ
リ
成
二
大
蛇
身
輔百
千
徒
衆
住
二
其
ロ
中
繭
孝
慈
冨
二
鬼
聯
之
害
↓
士
人
同
類
忽
臥
ン
高
坐
下
↓
謗
二
大
乘
一業
罪
中
最
大
、
雖
ニ
ト
フ
コ
ノ
ト
ノ
五
逆
罪
一復
不
レ
能
レ
及
、
是
以
彌
陀
悲
願
引
攝
雖
レ
廣
、
誹
謗
正
法
捨
而
無
レ
救
。
於
戯
酉
方
行
者
所
憑
在
・
誰
乎
。
`
又
日
蓮
の
撰
時
鈔
に
は
漢
土
の
三
階
殫
師
の
云
く
澂
圭
釋
鯨
の
法
華
經
は
第
}
第
二
階
の
正
像
の
法
門
な
り
。
末
代
の
た
め
に
は
我
が
っ
く
れ
る
普
經
な
り
。
法
華
經
を
今
の
世
に
行
ぜ
ん
者
は
十
方
の
大
阿
鼻
獄
に
墮
つ
ぺ
し
。
末
代
の
根
磯
に
あ
た
ら
ざ
る
ゆ
へ
な
り
ε
申
て
亠
ハ
時
ノ
薩
懺
、
四
聴
、
坐
彈
、
生
身
佛
の
こ
ε
く
な
り
し
か
ば
人
多
く
逸
み
て
、
弟
子
萬
餘
人
あ
ウ
し
か
ご
も
、
わ
つ
か
の
小
女
の
法
華
經
を
よ
み
し
に
せ
め
ら
れ
て
嘗
坐
に
は
音
を
失
ひ
、
後
に
は
大
蛇
に
な
り
て
、
臼
,
そ
こ
ば
く
の
檀
那
弟
子
並
に
小
女
處
女
等
を
の
み
食
し
け
り
。
今
の
善
導
、
法
然
等
が
千
中
無
一
の
惡
義
も
こ
れ
に
て
候
血
。
-
同
書
又
云
し
。
`
眞
官
の
善
無
畏
、
灘
宗
の
三
階
、
湿
土
の
善
導
等
、
佛
澂
の
師
子
の
肉
よ
り
幽
て
來
る
蝗
虫
の
此
丘
な
あ
、
ε
日
蓮
に
限
ら
ず
、
由
來
信
行
を
語
る
も
の
は
大
概
こ
の
自
鏡
鍮
の
孝
慈
傳
を
も
信
行
の
事
蹟
に
混
淆
誤
讀
し
て
悪
罵
す
る
こ
蓬
例
に
依
て
例
の
如
し
。
然
り
而
し
て
信
行
は
天
台
の
智
潘
大
師
ε
は
四
歳
の
年
少
に
し
て
大
師
よ
り
先
づ
二
年
に
寂
す
、
道
綽
禪
師
に
兄
た
る
こ
ε
二
十
一
歳
、
三
論
の
大
成
者
嘉
群
寺
の
吉
戴
よ
り
入
歳
の
長
に
し
て
浄
影
寺
の
慧
遠
に
弟
π
る
こ
ビ
十
気
歳
。
梁
の
武
帝
の
大
同
七
年
に
生
れ
て
、
隋
の
開
皇
十
四
年
正
月
四
日
世
壽
五
十
四
歳
の
摩
で
あ
る
。
"
,
,
、
,
凝
然
、
乘
圓
、
日
遘
、
當
特
の
大
藏
經
中
に
は
、
三
階
集
録
な
る
五
卷
が
存
在
せ
る
こ
ざ
は
以
上
の
記
述
に
よ
り
て
明
瞭
で
あ
る
、
然
る
に
現
藏
中
に
於
て
は
歴
代
三
寳
記
續
高
僑
傳
等
に
其
名
を
掲
ぐ
る
も
、
三
階
集
銖
の
全
卷
は
久
し
く
散
逸
し
て
在
ら
す
、
然
る
に
曩
年
増
上
寺
蜘
譽
の
挫
僻
打
磨
編
を
讀
む
に
其
中
に
予
甞
て
三
階
集
録
を
見
る
、
其
體
頗
る
相
類
し
、
蓋
し
是
れ
僻
解
者
流
の
風
格
な
る
耳
。
叉
云
く
凡
そ
見
に
邪
正
あ
り
㍉
邪
僻
に
し
て
能
く
一
家
を
立
っ
者
古
來
少
か
ら
す
、
且
く
其
一
を
出
せ
ば
彼
の
こ
一階
の
魁
酋
九
惣
一
〇
π
る
信
行
等
の
類
の
如
き
是
な
リ
ビ
Ψ
の
8
交
あ
り
統
譽
圓
宣
は
安
永
、
天
明
頃
の
人
、
共
聴
三
階
集
録
を
見
る
ご
號
す
、
大
に
審
か
し
、
聞
く
奈
莨
正
倉
院
聖
語
藏
御
物
中
に
二
卷
め
り
ε
、
叉
注
隆
寺
書
庫
に
砌
卷
あ
り
蓬
、
而
し
て
龍
谷
大
學
之
を
謄
寫
す
る
も
合
し
て
四
卷
の
缺
本
た
る
を
免
れ
す
ご
。
か
丶
る
事
悟
を
以
て
到
底
此
書
を
手
に
し
信
行
の
思
想
を
薩
接
窺
ふ
こ
ε
は
不
可
能
の
事
ご
觀
念
せ
り
。
然
る
に
圓
宣
之
を
見
た
り
蓬
傳
ふ
～
彼
は
増
上
寺
五
十
二
世
、
享
保
三
年
の
生
で
寛
政
四
年
七
十
五
の
寂
な
れ
ば
今
よ
り
凡
そ
百
四
五
十
年
前
の
人
に
し
て
少
壯
京
地
に
研
鑚
せ
る
の
經
歴
を
有
す
、
・域
は
此
地
に
あ
る
や
も
知
ら
す
ε
昨
秋
關
東
の
大
震
災
に
就
き
東
大
書
庫
燒
亡
に
關
す
る
談
話
の
序
、
是
を
某
博
士
に
告
ぐ
《
未
だ
幾
な
ら
す
本
年
初
春
の
交
、
博
士
予
に
歡
ゆ
る
に
當
地
臨
濟
宗
興
聖
寺
よ
り
、
信
行
の
三
階
佛
注
五
卷
丗
づ
ご
、
予
欣
僂
甚
し
、
是
を
借
腎
隱
寫
の
磯
會
を
得
た
り
。
茲
に
於
て
続
譽
の
所
調
其
體
頗
る
相
類
す
ξ
育
ふ
は
今
果
し
て
那
邊
ま
で
之
を
知
る
べ
き
に
ゃ
。
仍
て
ツ
讀
癒
眼
類
似
黙
の
大
要
を
列
擧
す
る
こ
蓬
帥
ち
左
の
如
し
。
し
信
行
禪
師
ε
親
鸞
上
人
三
階
歡
ビ
淨
土
眞
宗
だ
云
べ
き
か
、
信
行
騨
師
ε
親
鸞
上
人
ξ
謂
は
う
か
、
成
程
似
π
黙
は
少
く
は
な
い
、
第
一
信
行
彈
師
蓬
親
鸞
上
入
は
其
類
似
黙
の
最
初
は
捨
戒
そ
の
も
の
で
あ
る
其
動
機
な
り
、
旨
趣
に
於
て
は
大
な
る
相
違
あ
り
芭
宇
る
も
抽
戒
る
の
も
の
は
恐
く
厨
一
ε
ば
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
信
行
の
捨
戒
は
今
日
の
勢
働
者
の
如
く
親
ら
勢
役
に
、
,
,服
し
之
を
諸
悲
敬
に
奉
仕
す
る
ご
云
ふ
の
で
、,.單
衣
節
食
ヤ旨
一
日
晶
餐
で
實
に
時
倫
に
挺
出
冖し
た
こ
義
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
一
燈
躪
式
の
勞
働
托
鉢
の
樣
な
も
の
で
あ
っ
た
・ら
し
い
の
で
あ
る
,
ぞ
ご
で
究
窟
極
ま
る
具
足
戒
は
到
底
護
持
す
る
せ
り
こ
ε
は
出
來
ぬ
筈
で
あ
る
、
親
鸞
の
は
、
承
元
丁
卯
の
歳
、
本
師
源
室
法
師
並
に
門
徒
數
輩
,
罪
科
を
か
ん
が
へ
す
、
み
だ
り
が
は
し
く
死
罪
に
坐
す
。
あ
る
ひ
は
僭
儀
を
改
め
、
姓
名
を
た
ま
う
て
遠
流
に
處
す
。
予
は
そ
の
ひ
ご
つ
な
b
、
然
れ
ば
既
に
僭
に
あ
ら
す
俗
に
あ
ら
す
。
こ
の
故
に
禿
の
字
を
も
て
姓
ε
す
ご
謂
ふ
の
で
あ
る
。
其
圭
旨
に
は
相
違
あ
つ
て
も
、
僑
侶
山
般
の
戒
法
を
捨
て
だ
黙
が
最
も
能
く
酪
似
し
て
居
る
。
、
第
二
は
信
行
は
封
根
起
行
を
最
大
圭
眼
ε
し
て
、
破
戒
持
戒
、
、
利
根
鈍
根
を
問
ふ
こ
ど
な
く
、
應
病
與
藥
の
歉
旨
を
標
榜
し
、
所
謂
、
幽
隱
躰
を
指
し
て
事
を
語
る
最
も
潜
淪
な
り
ε
詐
せ
ら
れ
た
如
く
、
巧
は
則
ち
巧
ヤ
妙
は
頗
る
妙
に
し
て
衆
萬
人
を
集
め
て
、
其
吉
を
頂
受
せ
ら
れ
ざ
る
こ
ε
莫
く
一
直
に
縫
來
の
章
疏
を
擲
つ
て
其
化
に
從
ひ
、
禀
け
て
師
父
の
醴
を
爲
さ
す
ビ
云
ふ
こ
ご
な
し
蓬
謂
ふ
の
で
あ
る
か
ち
、
其
.
一
聴
の
化
導
の
盛
は
、
蓋
し
非
常
な
も
の
で
あ
つ
た
こ
ε
を
想
像
す
る
の
げ.・
あ
る
。
親
鸞
の
關
東
か
ら
歸
京
し
て
か
ら
、
九
十
歳
入
寂
に
至
る
ま
で
の
稍
々
長
日
月
の
浴
息
は
杳
ε
し
て
知
れ
の
が
、
關
左
に
於
け
る
化
導
は
頗
る
之
に
類
す
る
も
の
が
あ
つ
だ
ら
し
い
の
で
あ
る
つ
信
行
が
京
師
に
於
け
る
、
化
度
、
光
明
、
慈
門
、
慧
日
、
.弘
善
等
の
五
寺
を
世
く
蓬
云
ふ
盛
大
は
な
く
こ
も
、
滅
後
、
覺
如
存
覺
時
代
の
活
動
に
至
つ
て
は
恐
ら
く
叉
信
行
も
遠
く
及
ぱ
ぬ
程
で
あ
つ
π
も
の
で
拡
あ
る
も
い
歟
。
羇
根
起
行
蓬
信
心
爲
本
底
は
圭
張
に
於
て
稍
々
相
難
あ
る
も
一
世
の
人
氣
を
集
め
、
其
下
層
民
「に
一
大
郡
象
を
與
へ
、
一
代
を
風
靡
せ
し
黙
が
=
-
鱒
ご
牘
る
酷
似
し
て
居
る
ε
思
ふ
α
第
三
は
信
行
も
親
鸞
も
倶
に
同
行
圭
義
が
一
致
し
て
居
る
歎
異
鈔
に
親
鸞
は
弟
子
硝
人
も
持
π
漁
。
共
故
は
我
計
ひ
に
て
人
に
念
佛
を
申
さ
せ
候
は
ゴ
こ
そ
。
弟
子
に
て
も
候
め
。
偏
に
彌
陀
の
御
催
に
あ
つ
か
り
て
念
佛
申
し
候
人
を
、
我
弟
子
ξ
串
事
、
極
め
紀
る
荒
凉
の
こ
蓬
な゚
り
ε
云
ぺ
り
。
之
れ
一
名
門
徒
宗
の
起
る
所
以
で
、
此
宗
旨
に
し
て
此
主
義
を
探
る
最
も
巧
妙
な
り
ε
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
信
行
は
隋
の
開
皇
年
中
既
に
此
説
を
誘
い
て
居
る
一
切
善
知
識
を
求
め
一
切
衆
生
を
度
す
る
に
唯
同
行
第
一
で
あ
り
、
常
膸
喜
第
二
、
常
見
第
一『
常
聞
第
四
、
常
求
第
五
ε
稱
し
一
切
衆
生
蓬
八
戒
等
の
行
を
一
日
」
夜
身
ロ
意
等
一
切
相
捨
離
せ
す
。
又
一
切
衆
生
蓬
五
戒
八
戒
二
百
五
十
戒
等
の
行
を
同
行
し
て
盡
形
ま
で
身
ロ
意
等
一
切
相
捨
離
せ
ず
、
一
切
菩
薩
戒
行
等
も
1�
打
...)
て
乃
至
成
佛
三
大
阿
僑
祗
劫
、
身
ロ
憲
等
　
切
相
捨
離
せ
す
、
持
戒
同
行
す
る
亦
是
の
如
し
蓬
云
へ
り
。
信
行
の
捨
戒
の
動
機
は
此
等
あ
ら
ゆ
る
機
類
&
共
に
諸
種
の
修
行
を
同
行
同
修
す
る
に
は
、
具
足
戒
を
嚴
守
す
る
こ
蓬
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
ざ
云
ふ
見
解
で
先
づ
自
ら
捨
戒
せ
し
黙
は
精
憩
的
に
も
一
切
衆
生
に
對
す
る
勞
働
奉
仕
の
意
味
は
充
分
知
ら
る
、
の
で
あ
る
。
今
日
よ
り
批
欝
す
れ
ば
信
行
の
澂
相
に
於
け
る
大
な
る
缺
陷
は
大
乘
ご
小
乘
ビ
を
混
滑
せ
る
の
失
で
あ
る
が
、
是
れ
は
當
時
禾
だ
今
日
の
如
く
大
小
乘
が
割
然
癌
劃
せ
ら
れ
す
、
あ
り
し
時
代
に
於
て
、
信
行
が
此
黙
を
混
用
し
前
後
雜
亂
ず
宗
旨
得
が
セ
し
だ
の
批
難
を
蒙
む
る
も
亦
無
理
か
ら
ぬ
事
鱧
ざ
謂
は
ね
ば
塗
ら
ぬ
ε
思
は
る
丶
の
で
あ
る
。
茲
に
於
て
信
行
は
一
種
柏
似
ご
云
ふ
都
合
の
能
き
剣
釋
語
を
屡
々
使
用
し
て
居
る
次
第
で
あ
る
。
,
第
四
に
は
信
行
も
親
鸞
も
、
均
し
く
在
家
布
敏
が
駈
詮
で
あ
る
か
ら
で
も
め
ろ
う
が
倶
に
山
林
寂
靜
な
る
地
黙
を
避
け
て
、
概
ね
聚
落
に
出
で
丶
歡
化
に
努
力
し
て
居
る
こ
ε
で
あ
る
、
剃
頭
染
衣
、
山
林
閖
寂
に
あ
つ
て
修
行
す
る
所
謂
小
乗
的
の
苦
行
は
信
行
の
最
も
忌
避
す
る
處
で
彼
れ
は
脚
「
常
に
山
林
閖
靜
に
在
つ
て
野
獸
の
如
く
死
す
」
駅
ざ
嫌
っ
て
居
る
、
何
敝
な
れ
ば
,
「
一
切
三
寳
等
の
諸
種
の
業
務
も
總
て
是
れ
一
切
聚
落
内
が
最
も
多
き
が
故
な
り
蓬
」
」
稱
し
て
居
る
、
其
標
標
す
る
黌
根
起
行
は
素
よ
り
應
病
與
藥
の
相
當
對
治
を
圭
眼
ε
す
れ
ば
、
,自
行
よ
り
も
寧
ろ
化
他
を
以
て
本
旨
手
る
篠
の
主
張
藷
は
ね
ば
な
ら
齢
結
で
、
是
㊨
鎌
倉
時
代
の
親
鸞
が
非
僑
非
俗
姦
榜
し
て
、
專
ら
在
家
救
濟
に
成
効
せ
る
一
面
の
眞
理
で
あ
る
。
-
第
五
は
倶
に
激
相
劉
釋
に
複
雜
巴
混
亂
を
免
れ
ぬ
缺
黙
で
あ
る
。
信
行
は
機
注
倶
に
之
を
三
階
に
分
別
す
る
こ
ざ
は
嘗
ふ
迄
も
な
き
處
な
が
ら
、
法
に
別
眞
別
正
嘘
普
眞
普
正
⑳
二
を
分
類
し
。
聘
。
處
。
人
の
三
類
に
據
で
得
盆
の
異
同
を
區
劃
せ
り
、
其
内
娑
婆
世
界
を
以
て
絶
待
濁
悪
の
三
乘
世
界
な
り
ε
割
す
る
の
で
ゐ
る
。
是
れ
親
鸞
の
末
世
濁
亂
の
世
界
に
は
念
佛
の
繕
待
他
力
の
外
、
凡
夫
に
は
少
分
の
諸
行
を
も
許
さ
す
、
廻
向
の
力
用
を
も
皆
彌
陀
よ
b
賜
ふ
も
の
匂
で
あ
る
ご
謂
ふ
に
似
て
、
此
處
に
彼
此
共
に
特
長
も
あ
り
亦
缺
陷
も
生
す
乃
の
で
あ
る
。
忌
F
蓿
"
は
普
填
普
正
の
自
分
⑭
庄
張
を
飽
迄
蒋
脹
せ
ん
が
僞
め
に
娑
婆
泄
界
を
絶
待
濁
鋤
嫁
甚
す
る
ざ
共
に
三
乗
を
ー
口こ
こ
憎
鴎
、
以
て
破
戒
無
漸
の
凡
夫
ご
同
{
覗
す
ム
の
缺
陽
を
生
す
る
の
で
あ
る
、
像
滅
後
一
千
年
以
後
の
衆
生
は
絶
待
破
戒
無
断
の
も
に
し
て
、
三
賢
十
信
は
第
一
第
二
階
に
相
當
し
、
別
輿
別
正
の
【
佛
を
行
す
る
は
、
滅
後
一
千
年
以
後
の
修
行
に
相
當
せ
ず
ビ
斷
じ
、
其
普
眞
普
正
の
法
の
み
末
世
相
應
の
【
法
な
ゲ
ε
主
張
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
淨
土
門
の
別
眞
正
注
ε
は
恰
も
正
反
封
ご
な
る
譯
で
あ
る
。
,
・
因
に
謂
ふ
、
以
上
は
謄
寫
し
つ
丶
一
譲
過
眼
共
硬
概
を
記
す
る
の
み
に
し
て
缺
黙
の
多
き
素
よ
b
謂
ふ
迄
も
な
し
、
幸
に
大
方
の
示
歡
を
乞
ふ
の
み
。
叉
云
く
、
大
正
六
七
年
の
頃
、
辱
知
矢
吹
慶
輝
氏
、
三
階
數
に
關
す
る
該
博
な
る
考
證
を
哲
學
雜
誌
に
發
表
せ
ら
る
蓋
し
英
京
倫
敦
博
物
場
、
燉
焼
發
掘
品
に
基
き
講
邇
せ
ら
る
其
漱
義
の
詳
細
は
悉
く
同
氏
の
博
識
に
譲
る
。
大
正
士
二
年
十
一
月
廿
日
記
ー
"
℃
